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第2次千葉市学校教育推進計画
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1 計画の見直しにあたって

（1 ）見直し実施の背景

第2次千葉市学校教育推進計画は、教育基本法第17条第2項に基づく、地方公共団体における教

育の振興のための施策に関する基本的な計画として、平成28 (2016)年3月に策定されました。

本計画は、平成28 (2016)年度から平成33 (2021)年度までの6年間を計画期間としており、子

どもを取り巻く社会状況の変化への対応と実行力のある計画とするため、計画の中間年度での見直し
を行うこととしています。

計画期間の後半3年間を、見直し後の計画に沿って事業を推進するために、過去2年間の実績を踏
まえ、平成30 (2018)年度に計画の見直しを行います。

（2）関連する計画との整合件

第2次千葉市学校教育推進計画の見直しにあたっては、本計画と関連が深い、国の「第3期教育振

興基本計画］や、本市の「第3次実施計画｣、「第5次千葉市生涯学習推進計画」の内容も踏まえ、 こ

れらの計画との整合性を考慮して見直しを行います。

｜ 生涯学習権進計画 露…’

＞「第3期教育振興基本計画」（平成30 （2018）年6月閣議決定）

平成30 (2018)年度から平成34 (2022)年度までの5年間の計画期間における5つの基本的な方

針と21の教育政策の目標についてまとめたもので､第2期教育振興基本計画の理念を引き継ぎつつ、

2030年以降の社会の変化を見据えた教育政策の在り方を示したもの。

＞「第3次実施計画」（平成30 （2018）年3月策定）

本市の市政運営の中長期的な指針である「千葉市新基本計画(計画期間:平成24(2012)～33(2021)

年度)」に基づき、平成30 (2018)年度から平成32 (2020)年度までの3年間における本市の主な取
組みを具体的に示したもの。

＞「第5次千葉市生涯学習推進計画」（平成28 （2016）年3月策定）

第2次千葉市学校教育推進計画とともに、教育基本法第I7条第2項に基づく地方公共団体におけ

る教育振興のための施策に関する基本的な計画として策定したもの。

第2次千葉市学校教育推進計画と同様、中間年度における見直しを行う。

見直し内容については、 P.31以降の第2章を参照。
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2計画の見直しの方向性

中間年度における見直しの目的が、現在の社会状況に合わせた計画内容とすることにあることから、

今回の見直しでは、個別の事業であるアクションプランの見直しを中心とし、必要に応じて成果指標

の見直しも行います。

見直しにあたり、アクションプランと成果指標における課題を整理したうえで、それらの課題への

対応を中心として、今回の見直しを行います。

（1）アクションプランの課題と対応

（2）成果指標の課題と対応

※l客観指標：ある事象を客観的な数値で示したもので、統計調査等で数値を把握することができる指標。

（例)全国学力・学習状況調査における全国平均正答率との比較

※2主観指標：環境に対して人が抱く満足感、幸福感、安心感などの主観的な意識を数値で示したもので、アンケート調

査によって数値を把握することができる指標。

（例)学校の勉強が好きだと思う児童生徒の割合
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第2次千葉市学校教育推進計

画と関連のある他の計画等と、

事業内容の整合性がとれてい

ない事業がある。

計画策定から3年ほど経過して

おり、学校教育推進計画よりも

新しい計画との整合性がとれ

ていない。

関連する他の計画等の内容を

踏まえ、第2次千葉市学校教育

推進計画に計上されている事

業の計画内容を見直す。

過去2か年の実績や今後の実績

見込みが好ましくない事業が

ある。

計画策定以降に行われた法令

や制度改正等により、計画策定

時には見通しが困難であった

状況が生じている。

事業の進捗状況が好ましくな

い原因を調査したうえで、計画

事業量の再検討や、今後の取組

み方等を見直す。
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社会経済情勢など、それぞれの

指標に影響を与える外部要因

による影響が考慮されにくい

評価となっている指標がある。

指標の性質に関係なく、 目標値

に対する現状値の達成状況を、

達成割合で一律に分類し、評価

をする体制となっている。

指標の性質に従い「客観指標※

1」と｢主観指標※2」に区分し、

区分ごとに異なる評価を行う。

指標の現状値が把握できず、評

価そのものができなくなって

いる指標がある。

アンケート等の見直しにより、

指標に設定している項目が削

除されてしまっている。

現状値が把握できるよう、指標

項目の変更を行う。



3見直しを行うアクションプラン・成果指標

（1 ）アクションプラン

【見直し理由】

①計画策定時に未設定となっていた計画最終年度の目標を設定する。

②他の計画の事業内容との整合性を図る°

③その他

※本編：見直し前の計画書冊子
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1-1 情報教育機器の整備・充実（教育用） P_7 P 38 ○

1 ⑨

’一ム

小学校英語活動・英語教育の推進

市立高等学校のグローバルスクール化の推進

未来の科学者育成プログラム

P.8
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P
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P

40

40

41

○

○

○

o 1
ムーI

学校図書館の充実

オリ.パラ教育の推進

P. l1

P_ l2

P_43

○

○

4－1 学校防犯対策の推進 P. 15 P. 53 ○

4－2

学校施設の環境整備（質的整備）

学校適r配置の推進

学校適正配置に伴う施設改修

中高連携教育の推進

P. 17

P_ 18

P. 19

P､ 19

P.55

P.55

P_55

P. 56

○

○

○

○

6－3

スクールソーシャルワーカーの活用

外国人児童生徒指導協力員の派遣

P､23

P.24

P. 69

P. 69

○

○

7－1

学校支援地域本部やコミュニティ・スクール等の推進

放課後子ども教室の推進

P. 26

P. 27

P.71

P.71 ○

○

○



（2）成果指標

【見直し理由】

①主観指標の評価方法を見直す。

②現状値が把握できなくなっているため、指標の項目を変更する。

③その他

※本編：見直し前の計画書冊子
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q F

､見直し理由

① ②： ③

-1 学校の勉強が好きだと思う児童生徒の割合 P_6 P. 3 ○

1－2
自分の考えや意見を発表することが得意な児童生徒の割

合
P. 6 P.39 ○

2－1

人の気持ちがわかる人間になりたいと強く思う児童生徒

の割合

人の役に立つ人間になりたいと強く思う児童牛徒の割合

P. 10

P. 6

P.42

P.42 ○

○

2－2

将来の夢や目標を持っている児竜牛徒の割合

難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している児竜牛徒

の割合

地域や社会をよくするために、何をすべきかを考えること

がある児童生徒の割合

P_6

P. 13

P. 6

P.44

P.44

P.44

○

○

○

4－1
学校での子どもの安全が守られていると感じている市民

の割合
P’ 14 P.52 ○

4－2
こどもが、学校でいきいきと学び、心身ともに健やかに成

長していると感じる市民の割合
P. 16 P.54 ○

5－1 学校の勉強がよくわかる児童生徒の割合 P. 6 P.58 ○

5－2
様々な取組みが、子どもと向き合う時間の確保に有効であ

ったと感じる教員の割合
P.20 P.60 ○

6－1

小・中学校における特別支援学級の個別の教育支援計画作

成の割合

｢卒業後を見通した連続性のある教育が行われている」と

答える特別支援学校の保護者の割合

P.21

P. 6

P.64

P.64 ○

○

6－2 学校に行くのは楽しいと思う児童牛徒の割合 P. 22 P.66 ○

nn

O－J

家で、自分で計画を立てて勉強することを全くしていない

児童生徒の割合
P.6 P.68 ○

7－1

日頃、地域でこどもへの声かけや見守り活動を行っている

市民の割合

市内の学校は地域に開かれていると感じる市民の割合

P, 25

P. 25

P.70

P.70

○

○



4見直し後の計画内容

（1 ）アクションプラン及び成果指標（見直し理由②③に該当）の見直し

アクションプランの見直しと、評価方法の見直し以外の理由で見直しを行う成果指標については、

施策ごとにまとめて整理し、 7ページ目以降に掲載しています。

（2）評価方法の見直しのみを行う成果指標（見直し理由①のみに該当）

指標の項目や計画最終年度（平成33 (2021)年度）の目標値の変更はせずに、

みを行う成果指標は以下のとおりです。

評価方法の見直しの

※「客観指標」に該当する指標については、従来どおり、 目標値に対する達成率での評価も実施する。
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通
1－1

1－2

2－1

2－2

5－1

6－1

6－3 | ': ’ 家で、自分で計画を立てて勉強することを全くしてい

ない児童牛徒の割合 | '’‘ ’

NQ ;;海溢唾霊亀" :成果指穏予§: -aE";､ 争本編：

1 学校の勉強が好きだと思う児童生徒の割合 P.36

3
自分の考えや意見を発表することが得意な児童生徒の

割合
P.39

6
人の役に立つ人間になりたいと強く思う県竜牛徒の割

合
P､42

I

将来の夢や目標を持っている照・竜牛徒の割合

地域や社会をよくするために、何をすべきかを考える

ことがある児童堆徒の割合

P.44

P.44

8 学校の勉強がよくわかる児童生徒の割合 P.58

21
｢卒業後を見通した連続性のある教育が行われてい

る」と答える特別支援学校の保護者の割合
P. 64
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見直し前の評価方法）

汁画策定時に設定した目標値に対して､現状値がどれだけ近づいているの

いを、達成率による数値で一律に分類し、評価を行っていた。

見直し後の評価方法）

ﾖ標値に対する達成率での評価ではなく、社会経済情勢などの外部要因に

よる影響も踏まえて、より多面的な視点から現状値の分析・評価を行う。

iﾅ析・評価の結果は文章で示す。

見直しによる効果）

月連するアクションプランの進捗状況は良好な結果であるにも関わらず、

茂果指標の数値が好ましくないといった､成果指標とアクションプランと

D間での不一致が発生している原因を分析することができる。



F かな てそ

灘蕊蕊議議灘灘鍵蕊識蕊議蕊鍵

＞変化の激しい村実存生き抜く力の育成に向けて、－人ひとりに基礎的・基本的な知識・技能の確実な

定言と学ぶ意欲の向上を図ります。

＞課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等や、主体的に学習に取り組む態度を身に付け

させます。

＞自ら課題を発見し、その解決に向けて主体的・協働的に探究する学習を充実させるとともに、学習評

価の工夫を図ります。

＞確かな学力を効果的に育成するため、言語活動の充実、グループ学習、 ICTの積極的な活用をはじ

めとする指導方法・指導体制の工夫改善により、協働型・双方向型の授業を推進します。

No.6情報教育機器の整備・充実（教育用) (教育センター) (本編P38)

教育活動の様々な場面でICTを効果的に活用し、教育の質を高め、子どもの確かな学力を育成す

るため、協働型・双方向型の授業や個々の能力や特性に応じた学習環境の実現に向け、多様な情報教

育機器の整備・充実を進めます。

７

見直しの理由 計画策定時に未設定となっていた計画最終年度の目標を設定

見直しの内容
r

L吟と

屯

無線ネットワークの整備内容を検討した結果､学校規模に応じた端末台数を配備

した活用が可能であるとの知見を得たため､その結果を踏まえて最終目標を設定

します。

見直し前』ﾂﾆ蕊， H27(2015)年度末現状：\､H30(2018)年度末目標 H33(2021)年度末目震、

PC教室の端末刷新
106校20台/校

6校40台/校

全校40台/校 ・

(移動型端末）

全校40台/校

(移動型端末）

タブレットPCの整備
モデル校40台

教育センター40台

モデル校増設

(6年生1人1台）

モデル校等での成果

を踏まえ、見直し時に

設定

迩総ざ見直し後 -: ： H33:(2021)年度末目標＃

PC教室の端末刷新
全校40台/校

(移動型端末）

タブレットPCの整備

タブレット端末を

小・中学校全校に配備

(台数は学級数に応じて配備）



蕊蕊霧蕊議蕊蕊議蕊蕊灘蕊
…
＞価値観の多様化が進む社会において、高い志や意欲を持つ自立した人間として、他者と協働しながら

価値の創造に挑み、未来を切り開いていく力の育成に向けて、教育内容の充実を図ります。

＞グローバル社会において、日本や郷土の歴史・文化に対する理解とともに、言語や文化が異なる人々

と互いに尊重し合い、主体的に協働していくことができるように、コミュニケーション能力や英語の
語学力を育成します。

＞環境や平和などの世界規模の課題を自らのこととして捉え､地域活動など身近なところから取り組み、

持続可能な社会づくりの担い手となるよう、－人ひとりを育成する教育を推進します。

＞技術立国日本を支える理系人材の育成に向けて、理数好きな子どもを育てる教育の充実を図るととも

に、意欲と能力のある子どもに対し、様々な学習機会や切蹉琢磨する場を提供していきます。

アクン三ンフラン

No.3小学校英語活動・英語教育の推進 （教育指導課) (本編P40)

児童に豊かな国際感覚を身に付けさせるとともに、異文化理解の推進やコミュニケーション能力を

育成するため、引き続き外国語指導助手を活用するなどして、外国の文化や生活習慣に親しむ体験的
な英語活動と教科としての英語教育の充実を図ります。

見直しの理睡， 千葉市第3次実施計画との整合性を図るための見直し

第3次実施計画において､小学校英語教育の充実のための取組みとして計上され

ている事業内容を、第2次学校教育推進計画の取組項目に追加します。

H33(2021)年度末目標は､第3次実施計画の最終年度であるH32(2020)年度末目
標と同量の計画量で設定します。

8
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』為《悪:罵見直じ諏謬海 ;"Z(2015)｡年度末現状 判30(2018)年 味目標 ”3#(20蘭)年度末自饒，
､ q d 設獣 ､ q bJ 』 rL . ､ 認

英語活動・英語教育 5．6年生実施
3．4年生実施

5 ．6年生実施

3．4年生実施

5 ．6年生実施

： ：≠兄匡し蛍r ‐ ’鷺･;、略 H33(2021)年度末目穰鴛

英語活動・英語教育
3．4年生実施

5．6年生実施

外国語指導助手の配置拡充 50人

英語教育支援貝の配置 12人

英語免許保有者の増員 175人



No5市立高等学校のグローバルスクール化の推進 （教育指導課) (本編P40)

市立稲毛高等学校では、国際理解教育に取り組み、地域との協働による高等学校改革推進事業にお

いて､大学等との連携を進めるなど､国際的に活躍できるグローバル・リーダーの育成を推進します。
､

I

No.7未来の科学者育成プログラム （生涯学習振興課) (本編P41)

科学に高い興味・関心を持つ中学生・高校生を対象に、その能力を伸ばすために質の高い学習プロ

グラムを提供し、市内の大学、研究機関、企業などが有する先端科学技術を体験させることにより、

未来の科学者を目指す意欲を高めます。今後は、小学生を対象とした講座の充実を図ります。

9

見直しの理由 T冒栄巾牙き｡公夫"也訂哩lどUﾉ歪言1土と区1つ/このUﾉ兄墨但.し

見直しの内容 第3次実施計画において､市立高校の特色ある学校づくりの推進のための取組み

として、市立千葉高校の外国人補助教員の増員が計上されているため、第2次学

校教育推進計画の取組項目に追加します。

H33(2021)年度末目標は､第3次実施計画の最終年度であるH32(2020)年度末目

標と同量の計画量で設定します。

見直し前 r1ZI,IZUlOl迦干艮木呪釈、 ndUILUIUj午壁不日犀 H33(2021)年度末目標

SGH指定 新規指定申請準備 新規指定 継続指定

鏑見直し後、 ､H33(2021)年度末目標』

地域との協働による高等

学校改革推進事業指定
継続指定

外国語補助教員の増員 3人

･見直しの理由､＃ 千葉市第3次実施計画との整合性を図るための見直し

見直しの内容
判

虻

匙

F

』

１

弟3次実施計画において､最先端の科字技術を身近に感じることができる環境を

創出するため、未来の科学者育成プログラムに、工学コース（中高生を対象）の

新規開設が計上されているため､第2次学校教育推進計画の取組項目に追加しま
雪÷

9。

H33(2021)年度末目標は､第3次実施計画の最終年度であるH32(2020)年度末目

標と同量の計画量で設定します。

.‘…､見直し前歯.;‘蕪
『卜

H27(2015)年 ロ
グ 現状 H30(2018)年度末目標 : H33(2021)年度末目標：

ジュニア講座受講者 50人 80人 100人

見直し後｡， 、- nddにUZIJユ千反不日爆笠、

ジュニア講座受講者 100人

ロボットエ学講座の新規

開設
年4講座



F 篇の 豊かな入信をてそ

蕊識議蕊蕊議蕊灘灘霧議蕊鍵蕊

＞他者、社会、自然・環境と関わり、自らを律しつつともに生きる力、主体的に判断し、適切に行動す

る力、弱い立場の人間を支える力などを持つ子どもの育成に向けて、道徳教育を中心とした取組みを

推進します。

＞自然を大切にする心や他人を思いやる優しさ、自己有用感や規範意識などを高め、材会件を備えた豊

かな心をはぐくむために、学校内外での様々な体験活動やボランティア活動を進めます。

＞豊かな情操をはぐくむために、読書活動のさらなる充実を図るとともに、文化芸術やスポーツなどの

魅力に触れる機会舂自|出します。

＞多様な価値観・生き方が存在する成熟社会において、規範意識や公共の精神を前提とし、多様性を受

容しながら相互に学び合い、支えあい、高め合うことのできる心を培います。

熱'罵籠標

(本編P42)

10

篭兄jEL"qJj 由 現状値が把握できなくなっているため、指標の項目を変更
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全国学力・学習状況調査の質問項目からの除外により現状値の把握ができなくな

っているため、別の質問項目を成果指標として設定します。

なお、見直し後の指標は主観指標となり、今後は、 目標値に対する達成率での評

価はせず、文章による分析・評価を行うため、H33(2021)年度末目標値の設定は
行いません。

､4賂 溌忘： 見直じ前熱!;,･ ・
串 説鷺 一キ ロ工 鼻 ､ 串 ､ 串 、

H27(2015)年度末 櫓刑30(2018)年度末＃ Ｌ
角 H33(2021)年

鋸
宕
伊
＄

､ド y R
由釦 F ，

5

人の気持ちがわかる人

間になりたいと強く思

う児童牛徒の割合

小6 ：70．7％ 75. 0％ 80-0％

中3：75．7％ 80.0％ 85.0％

全国学力・学習状況調査

婆，i見直し後3．=き； 己､ 静‘ ;H33120211年度謡:§

いじめは、どんな理由が

あってもいけないことだ

と思う児童牛徒の割合

全国学力・学習状況調査



No.2学校図書館の充実 （教育指導課) (本編P43)

児童生徒の探究的な学習や主体的な読書活動の推進を図るため、学校図書館の蔵書数を拡充し、魅

力ある学校図書館の整備を進めます。

1

11

見直しの理由 過去の実績及び今後の見込みを踏まえて、最終目標値を修正

見直しの内容、 H29(2017)年度末時点でH33(2021)年度末最終目標値を超えていることから、最

終目標値を修正します。

H33(2021)年度末目標は、 ここ数年、毎年約1%ずつの上昇が見られていること
がP,‐渦二共の聿鎬寡･畦主黄7－言号壼I，アーい圭寸

' － ．見直し前“￥ HZIIZul釧ヰ反禾現状 H30(2018)年度末目標 ､'H33(2021)年度末目標

蔵書の充実

(学校図書館標準未達成

校の改善）

未達成校の平均蔵書

率85．8％

未達成校の平均蔵書

率88．0％

未達成校の平均蔵書

率90-0％

t 再 内

鉈 別少
見直し後 H33(2021)年度末目

蔵書の充実

(学校図書館標準未達成校の改善）

未達成校の平均蔵書率

93.0％



No.7オリパラ教育の推進 （企画課・教育指導課） 【新規】

児童生徒のパラスポーツヘの理解促進と関心の向上を図るため、パラスポーツの授業等を実施しま
す。

また、多様性理解の力をはぐくむため、オリンピック・パラリンピックを教材とした道徳の授業を
実施します。

12

議見直凹の理由 千葉市第3次実施計画との整合性を図るための見直し
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第3次実施計画に新規計上されている事業であり、また、東京2020オリンピッ

ク・パラリンピック競技大会に向けた取組みについては、国の第3期教育振興基

本計画における、今後5年間の教育政策の目標と施策群にも位置づけられた取組

みでもあるため､第2次学校教育推進計画のアクションプランとして追加します。

H33(2021)年度末目標は、第3次実施計画の最終年度であるH32(2020)年度末目
標に合わせて設定しています。

なお、取組内容については、これまでも関連する事業（道徳教育の充実､･運動習

慣を身に付けるための取組み、アスリート交流事業）の中で実施してきたものも

ありますが、2020年の大会開催に向けて、オリパラ教育の取組状況を分かりやす

くするため、関連事業をまとめて一つの事業として整理しています。

蕊蕊溌取組項目雰溌詮
パラスポーツの授業の実施

(関連事業）

施策3－2 ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝNQ1

｢運動習慣を身に付けるた

めの取組み」（本編P51)

H29!(2017)年度ラ函現択

12校

-.,nOU･"u､lpj､手屋元込か勢
己 ■、 ､ 説q 4 , -寺 ~浬瀦>浄

166校

(全小・中学校で実施）

鼬郵2021)年度末目漂：

166校

(全小・中学校で実施）

小学校陸上大会におけるパ

ラアスリートによる講演等
実施 継続・発展事業の検討

パラスポーツの試合観戦 16校／年 33校／年 継続・発展事業の検討

道徳用教材の作成

(関連事業）

施策2－1 ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ胸1

｢道徳教育の充実」

(本編P43)

作成

小学校3．4年生

活用

小学校1．2年生

作成

小学校5．6年生

活用

小学校1～4年生

活用：小中学校全学年



蕊議鱸鱒議蕊議灘識蕊蕊蕊蕊蕊§

＞将来の夢や目標に向かって積極的にチャレンジする精神や、強い意志を持ってものことを最後までや

り遂げる力を培うために、体験活動の充実を図ります。

＞自己の進路・将来を主体的に考えることができる力を育成する指導の充実を図るとともに、社会的・

職業的自立を目指し、児章牛徒一人ひとりのキャリア発達を促す教育活動の充実を図ります。

＞社会の形成者たる主権者として、社会で自立するための基礎的な能力や態度の育成に資する取組みを

推進し、社会参画意識や公共の精神などをはぐくみます。

(本編P44)
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見直しの理由
､記

現状値か把握できなくなっているため、箔標の唄白を変更

見直しの内容
J 七 配 ｡“L

抄

H ､ T ふ た 唱
制 ず 三 足 ’ 壱､ 寺 ､ 1

β､ ■ み ､、

＃ ：. ．： ．.‘等､ . .､ ？ ､、 ‘

､

44鷺

ド 、 ､
､､睦q\

串串ぞ ､ 画 ､ f み 〒 淫

“〆鐡、 才詩

』 :

曲障呼､串:ミ ､ ､ 鋼
予 毎

H30(2018)年度より、全国学力・学習状況調査の質問項目からの除外により現状

値の把握ができなくなるため、別の質問項目を成果指標として設定します。

なお、見直し後の指標は主観指標となり、今後は、目標値に対する達成率での評

価はせず、文章による分析・評価を行うため、H33(2021)年度末目標値の設定は

行いません。

『Na： 殿4〆 』見直し前霧譲玲､ '".:H27(2015)年度末一 \:H30:(2018)年度末亨‘ ‘ "33(2021)洋度裁fi*
r ,

9

難しいことでも、失敗

を恐れないで挑戦し

ている児童生徒の割

合

小6：74．8％ 76.0％ 77. 0％

中3 : 70.2% 71_0% 73.0％

全国学力・学習状況調査

’見直し後息､ ､藤 j; ､：
、ユ

に 串

乃独

当莎『 H33(2021:)年度末
群･靴

色々なことに挑戦している

児童生徒の割合

千葉市学力状況調査



ド ・開の方口性4子どもの学びをえるJ聖士＝

蕊議繕譲霧蕊蕊蕊蕊霧蕊蕊議蕊

子どもの学習・生活の場として、安全で安心な環境であり続けるために、学校施設・設備の一層の充

実を図るとともに、地域の避難場所であるという側面も考慮し、安全に配慮した防災機能の強化を進
めます。

安全・安心な学校づくりに向けて、登下校時の安全管理や事故、災害、不審者の発生等の緊急時にお

ける危機管理体制を確立するとともに、家庭・地域・関係機関との連携・協働をより一層高めます。

危険に際して自らの安全を守り抜くための「主体的に行動する力」を育成するとともに、共助・公助

の視点から安全で安心な社会づくりに貢献する意識を高めるため、学校安全に関する教育の充実を図
ります。

＞

＞

＞

｜成1 男 ．』謂蟻潟

(本編P52)
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見直しの理由 現状値が把握できなくなっているため、指標の項目を変更

E見直しの内容
晶 晶， ､ ､ 』喝､濁 〆 ,
黙 曝露齢ふ報4 , , -
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市民1万人のまちづくりアンケートの見直しにより現状値の把握ができなくな

っているため、別の項目を成果指標として設定します。

なお、見直し後の指標は主観指標となり、今後は、目標値に対する達成率での評

価はせず、文章による分析．評価を行うため、H33(2021)年度末目標値の設定は
行いません。

N戯 ；恋x見直し前転；
､ 』 4二 ‘浩

H2712015)｝年度ラ し H301加8)年度末懲曲 幾判33(2021)年度末I

15

学校での子どもの安

全が守られていると

感じている市民の割

合

61.7%

(H26年度末）

63.0％

(H29年度末）
65.0％

市民1万人のまちづくりアンケート

謙・"､f見直し後
亀 釦33(2021)年度末

登下校時の見守りなど

地域の人の関わりが多

いと感じる市民の割合

千葉市まちづくりアンケート



No.2学校防犯対策の推進 （学校施設課） (本編P53)

学校敷地内への侵入被害が多数発生していることから、被害を未然に防ぐため、学校に防犯カメラ

システムを設置するほか、さすまた等の防犯用品を配布し、学校の安全・安心を推進します。

15

"見直しの理由、 r言栄｢ロ串d公夫肥司~凶こじノ垂百1土と凶つ/こⅨ)Uﾉ兄』垣.し

見直しの内容
品b 〃 邑

鍔 ・F , . ､1,『 ､ ､f

-齢 ;銅 咽 ､‘ v 〈 ~ 、昂‘ も 、 ′ 』
､ 摩4> 評 ､

箔 ､ 唖 ． ､鼬 子 げ 串 奄
q q r b,
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ぞ

第3次実施計画において同事業が計上されており、H29(2017)年度末の70校を基

準に毎年10校ずつ新規設置していく計画となっていることから､第2次学校教育

推進計画でも整合性を図るため、H33(2021)年度末の目標事業量を見直します。

H33(2021)年度末目標:110校110/169校65.0%

j篭ぷ見直し前 戯L""ぷく

学校防犯カメラシステム

の設置

HαにU1･0ルヰ反木巽兄己灰

設置率37．4％

H30(2018)年度末目標

設置率56. 1%

刑33､(2021)年度末目標

設置率 100%

_ ､識3見直 "後§:j､ ‘零編一 灘YH3JにUZ.II 手長未日捺｝“

学校防犯カメラシステム

の設眉
設置率65％



鶏灘灘蕊鍵蕊灘驚議蕊蕊灘蕊識蕊

良好で質の高い学びを実現する教育環境を目指し、児童生徒が日常の大半を過ごす学校施設の環境整

備や教材・教具等の充実を進めます。

少子化の進展に伴い、本市においても小・中学校ともに本格的な児童牛徒の減少時代を迎えるにあた

り、良好な教育環境を整え、教育の質の向上を図るために、学校規模の適正化に取り組むとともに、

規模に応じた適切な支援を進めます。

子どもの成長に応じた質の高い学びに向けて、幼保・小・中・高と各学校段階間の円滑な連携・接続

を推進するとともに、学びの連続性を重視した体系的な教育を進めます。

＞

＞

＞

(本編P54)
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見直しの理由 現状値が把握できなくなっているため、指標の項目を変更

見直しの内容

品 、 ､恥

が 設軍

市民1万人のまちづくりアンケートの見直しにより現状値の把握ができなくな

っているため、別の項目を成果指標として設定します。

なお、見直し後の指標は主観指標となり、今後は、目標値に対する達成率での評

価はせず、文章による分析・評価を行うため、H33(2021)年度末目標値の設定は

行いません。

Na約＃ 見直じ前､、 H27｡(2015)年度末： 患H30(2018)年度末’ 學f;H33(2021)年度末

17

こどもが、学校でいき

いきと学び、心身とも

に健やかに成長して

いると感じる市民の

割合

77.4％

(H26年度末）

78-0％

(H29年度末）
80- 0％

市民1万人のまちづくりアンケート

』 唾 見直し後Iゞ息"…:~ §ゞH33(2021)年度末；

子どもが小中学校で充実

した教育を受けられると

感じる市民の割合

千葉市まちづくりアンケート



NQ1 学校施設の環境整備（質的整備) (学校施設課) (本編P55)

学校施設の質的改造のため、 トイレのドライ化と洋便器化を推進します。また、教育環境の一層の

充実を図るため、これまで進めてきた小中学校の音楽室や特別支援学級、特別支援学校へのエアコン

整備に加えて、小中学校普通教室へのエアコン整備を進めます。

可万

八J

見直しの理由 事業実施の方針決定に伴う見直し

見直しの内容
Lq W

, 凸＃

‘ ｡』 皆 ゴ､鍔箸冤 :- 零国 = ,

× ､

ｒ

A b 竜 二 畠

昨今の猛暑等を踏まえ、市立小中学校普通教室へのエアコン整備を行うこととし

ました。

普通教室へのエアコン整備は、H32(2020)年度末までに完了予定であるため、

H33(2021)年度末目標については、小・中学校ともに100%としています。

品 q F

見直し前を 、 ￥ 'H27(20151年度末現状， H30I2018)年度末目 雪‘覇
示'' 誕 ''H33(2021)年度末目標

トイレ改修 34-4％ 66.6％

音楽室等エアコン整備

小学校64－3％

中学校 100%

特別支援学校 100%

小学校 100%

中学校 100%

特別支援学校 100%

舂〆蕊見直じ復"毎:”母 iH33(2021)年度末目標

トイレ改修 66.6％

音楽室等エアコン整備

小学校100%

中学校 100%

特別支援学校 100%

普通教室へのエアコン整備
小学校 100%

中学校 100%



No.2学校適正配置の推進 （企画課) (本編P55)

児童生徒のより良い教育環境を整備し、教育の質を充実させるため、学校適r配置を推進します。

また、新たな実施方針を策定し、学校規模の適正化を図るとともに、規模に応じた支援のあり方につ
いて検討を進めます。

18

見直しの理由 計画策定時に未設定となっていた計画最終年度の目標を設定

見直しの内容 統合に関する要望書が提出された千城台地区の2校の統合新設校の開校を目標と
して設定します。

見直し前 H27(2015)､年度ラ ﾐ現状 H30(20181年度ラﾐ目標 H33(2021)年度末目標

滴E配置の推進

. l地区の協議継続

･花見川統合小開校

準備(H29開校）

・花見川統合小開校

(H29)
見直し時に設定

学校適正配置実施方針の

見直し
準備・検討

第3次学校適正配置

実施方針策定

第3次学校適正配置

実施方針の運用

設
基
￥
Ｊ

が

曜

織

寸

串

、

“

串

“

ず

ｑ

願

『
し 見直じ後:‘雲 ， H33(2021)年度末目標

jgr配置の推進
千城台地区統合小学校

2校開校

学校適正配置実施方針の見直し

第3次学校適正規模．

滴汗配置実施方針の運

用



No.3学校滴r配置に伴う施設改修 （学校施設課) (本編P55)

児童生徒のより良い教育環境を整備し、教育の質を充実させるため、機能的に新設校と同等程度と

なるよう、統合校の施設・設備の整備を行います。

No.6中高連携教育の推進 （教育指導課） (本編P56)

より質の高い教育に向けて、市立千葉高等学校・稲毛高等学校における高度な理数教育や国際理解

教育等の成果を中学校教育に活かす取組みを進めます。

また、真の国際人の育成に向けて、中高一貫教育校である市立稲毛高等学校・附属中学校における

系統的なカリキュラムに基づく教育の充実を図ります。

19

見直しの理由 計画策定時に未設定となっていた計画最終年度の目標を計 定

見直しの内容 施設改修については、学校適E配置の進捗にあわせて設定します。

解体・整備については、跡施設の利用方針の決定状況を踏まえて設定します。

見直し前 H27(2015)年度末現状 H30(2018)年度末目標 H33(2021)年度末目標

統合に伴う施設改修

跡施設解体・整備

10校

2校

14校

5校

見直し時に設定

(適正配置の状況に

連動）

部､ :見直し後ゞ入: ,'
亨 ､寸 罰

H33(2021)年度末目標

統合に伴う施設改修 13校

跡施設解体・整備 6校

に

［
見直しの理由 事業実施の方針決定に伴う見直し

見直しの内容 中高一貫教育の更なる進展を目指すため、市立稲毛高等学校・附属中学校の中等

封音睾坊への稗行l了つい7－－藻2次学坊封音推准計面iの酌如みI『ｱ浩加1，主す‐

見直し前 ⅡαIZUIDI午反〃忌呪征’ H30(2018)年度末目標 H33(2021)年度末目標

中高連携教育の推進 継続 継続 継続

"見直し後:"_蟹 ：=－
門 F 串 凸 鄙 凸 一､ 凸

H33(2021)年度末目標

中高連携教育の推進 継続

市立稲毛高等学校・同付属中学

校の中等教育学校への移行
開設準備
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；施策α方

＞教員とそれを支える多様な人材が連携し、チームとして学校運営に取り組む体制を言実に整えること

により、教員の負担軽減を図り、教員が授業を中心とする教育活動に専念し、子どもと向き合う時間

を十分に確保できるようにします。

＞学校の教育力・組織力を向上させるため、多様な専門スタッフの配置を進めるとともに、教職員一人

ひとりの能力を活かすための適切な役割分担や、学校のマネジメント機能の強化などを進めます。

＞学校教育活動の様々な場面で、多様な経験や専門性を持った地域住民をはじめとする外部人材の活用

を進め、地域や行政が学校運営を支える体制の強化を図ります。

＞平成29年度(2017年度）に行われる県費負担教職員の給与負担等の権限移譲について、円滑な移

行に向けた制度設計を実施するとともに、この機会を捉え、本市独自の学校教育・学校運営体制によ

り、教育目標の実現に向けた取組みを進めます。

f成 、果指、

(本編P60)
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荷見直しの理由 関連する計画の内容を踏まえた見直し

､見直しの内容 平成31年1月に策定した「学校における働き方改革プラン」において、勤務時

間を除く在校時間の削減を目標として様々な取組みを進めることとしており、学

校教育推進計画においても、同様の目標を成果指標として掲げるため、指標の項

目の変更を行います。

Na； ､．､見直し前′ ゞ､ ‘！ ､α,にUIDj午反木 H3u(20181年度末 H33(2021)年度末、

19

様々な取組みが､子ども

と向き合う時間の確保

に有効であったと感じ

る教員の割合

70.8％

(H26年度末参考値）
85.0％ 95. 0％

千葉市教育委員会教育職員課調べ

-. ､見直し後 ‘ H33(2021)年度末

教員一人当たりの勤務時間

を除く在校時間の月平均時

間数

月平均39時間

千葉市教育委員会教育職員課調べ



蕊灘蕊灘議#鐘瀧霧蕊議鍵蕊鍵議

＞障害のある子どもと障害のない子どもが、ともに学ぶことができるよう交流及び共同学習を推進しま

す。

＞特別な教育的ニーズのある子どもが自立し社会参加していくために、教育環境を整えるとともに、そ

の年齢や能力、かつ特性を踏まえた十分な教育と支援の充実を図ります。

＞各学校における支援体制を充実させるとともに、指導にあたる教職員の専門性と資質・能力の向上を

図ります。

＞早期からの教育相談や就学相談の充実とともに、個に応じた教育支援計画を作成し、福祉や医療等の

関係機関との連携を図り、継続性、一貫性のある指導・支援の充実を図ります。

(本編P64)
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見直しの理由 最終目標値の見直し

鳥::見直Iﾝの内容、
、

､弾

鄙ぺ ､ 母

新学習指導要領において、これまでの特別支援学級に加えて、通級指導教室につ

いても支援計画の作成が義務となったため､計画最終年度の目標値を修正します。

Na
『

.；､見直し諦:津垂 ~H27(2015)年度末オ rldUIZU旧ノヰ反木 H33(ZUz1)年度末 ：

20

小･中学校における特別

支援学級の個別の教育

支援計画作成の割合

39. 1% 85.0％ 95.0％

千葉市教育委員会教育支援課調べ

琴 ず咽幸罰粘 噌

ぶ､滋： 屯

見直し後翼
品 \ 酉 ゴ ▲ F b .

J品 L悪竪￥ L t

H33(2021)年度末

小・中学校における特別支援

学級の個別の教育支援計画

作成の割合

100%

千葉市教育委員会教育支援課調べ



＞いじめのない安全・安心な学校生活を目指して、児童生徒への指導体制や教育相談体制の一層の充実

や教職員の指導力の向上を図るとともに、学校と家庭、地域等が課題や対策を共有し、連携して取り
組む体制を強化します。

＞学校が児童生徒にとって自己の存在感を実感でき、精神的に安心していられる「心の居場所」として

の役割を果たすとともに、教職員が一体となり、いじめや不登校を生まないための予防策の強化を図

ります。

＞子どもを取り巻くインターネットを含む社会環境や家庭環境の課題に対し、家庭や地域社会、関係機

関が連携した取組みを推進します。

＞不登校児菫生徒には、一人ひとりの実態に応じた系統的、段階的な指導・援助を行い、学校復帰への
支援を進めます。

(本編P66)
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見直しの理曲： 現状値が把握できなくなっているため、指標の項目を変更
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H30(2018)年度より、全国学力・学習状況調査の質問項目からの除外により現状

値の把握ができなくなるため、別の質問項目を成果指標として設定します。

なお、見直し後の指標は主観指標となり、今後は、 目標値に対する達成率での評

価はせず、文章による分析・評価を行うため、H33(2021)年度末目標値の設定は
行いません。

－

《

ウワ
ロロ

学校に行くのは楽しい

と思う児童生徒の割合

小6：86．4％ 88-0％ 90.0％

中3：81．5％ 83. 0％ 85.0％

全国学力・学習状況調査

"‘見直し後
必

H33(2021)年度末4

がんばったことを､先生や友

だちからほめられることが

よくある児童生徒の割合

千葉市学力状況調査



鶏蕊蕊灘議蕊灘籍議蕊蕊蕊蕊灘

＞社会的・経済的な事情にかかわらず、すべての子どもが、充実した教育を受けることができる教育環

境の実現に向けて、多様な支援の充実を図ります。

＞外国人児壼牛徒や帰国児童牛徒に対する日本語指導などの支援体制や受け入れ態勢の充実を図ります。

＞家庭環境等の様々な要因から学力定言等が困難な児壼牛徒に対し、学習支援や相談体制の充実に取り

組み、学習習慣の確立や自ら学ぼうとする学習意欲の向_卜舂図ります。

藻｡匙』ﾆﾝﾌﾗク

No.1 スクールソーシャルワーカーの活用 （教育支援課) (本編P69)

教育に加え社会福祉等の専門的な知識や経験を用いて、児童生徒の置かれた環境に働きかけて支援

を行うため、スクールソーシャルワーカーの配置を拡充します。

《診』好i見直じ誠, #毎f阿息|,H2"(20151年度 ':H3u(2018)年度末目漂腋H33(2021)年度末目霞！・
・
づ

23

見直しの理由 千葉市第3次実施計画との整合性を図るための見直し

1見直しの内容‘
､ -､ §､ : ．＃ 『 ､ ,-, 異

1通毒参
｡ \ ､ 再q V

? ､ 》■q 唱 ､哉暫 ●薊『ユ 鄙 『 ､ 匙へ 『、竜 輻 恥 耗、 刃 争

℃： 』 ど ゴ鍔幸 晶 冷､ 副

苧 L

,き す

】 卸ゴ ､

第3次実施計画において、家庭や地域社会など、子どもを取り巻く環境の問題が

複雑に絡み合っており、学校だけでは対応が困難な事案が増加していることから、

スクールソーシャルワーカーの配置拡充が計上されているため、実施計画の計画

事業量に合わせて、H33(2021)年度末の最終目標を見直します。

H29末:6人、H31末：十2人、H32(2020)末:+2人（合計10人）

忌呪5灰

スクールソーシャルワー

カーの配置
4人 6人 6人

溌灘見直し
、‘ ､ ,L 誼 ：

麹;毒簿 洲33(2021)年度末目標：
F寺 ､

スクールソーシャル

ワーカーの配置
12人



No.3外国人児童生徒指導協力員の派遣 （教育指導課) (本編P69)

外国人児童生徒の学校生活への適応を促すため、 日本語習得が必要な児童生徒が在籍する学校で指

導を実施する、協力員の派遣体制を充実させます。 ，

24

見直しの理由 T･朱巾宋づ久夫肥同TI凹と(ﾉﾉ楚'旨1王乞凶つ7こめの兄』但し

見直しの内容

可

､割 ‘

第3次実施計画において、 日本語習得が必要な児童生徒がスムーズに学校生活に

溶け込めるようなサポート体制構築のため、特に需要の高い中国語とフィリピン

語対応の指導協力員を1人ずつ計2人増員する計画となっているため、実施計画

の計画事業量に合わせて、H33(2021)年度末の最終目標を見直します。

鳶創、ゞ ｵﾆ見直し前；乞迩i H27(2015)年度末現状 H30(2018)年度末目
少

や

凸

で

塞

示 H33(2021)年度末目標

外国人児童生徒指導協力

貝の派遣
11人 11人（勤務日数拡充） 11人（勤務日数拡充）

見直し後－ 2－ぶ／ H33(20211年度末目標

外国人児童生徒指導

協力員の派遣

13人

(協力指導員の増員）



升の方ロ 地i昌 云 で子と える

露譲鱸蕊識議議議灘議灘灘瀧 灘
$ 隷盤

…1
学校・家庭・地域・行政がそれぞれの役割と機能を果たしつつ、連携・協働により、地域社会全体で

子どもの教育にあたる体制の実現を目指します。

本市にふさわしい制度設計のもと、各地域に応じた学校・地域の連携組織の設置を進め、地域の多様

な人材の参画・協働の機会を創出するとともに、四者が相互理解と信頼関係のもとに、子どもを支え

る体制の整備や支援を進めます。

子どもの成長を支える活動が人と人や、人と地域の絆づくりとコミュニティの活性化につながるよう

な、好循環の実現を目指します。

＞

＞

＞

成 果

(本編P70)
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I

函

哩
望

錘

見直しの理由 現状値が把握できなくなっているため、指標の項目を変更

見直しの内容

Ⅱ 『

F

4 』 J, 空

「 可

市民1万人のまちづくりアンケートの見直しにより現状値の把握ができなくなっ

ているため、別の項目を成果指標として設定します。

なお、見直し後の指標は主観指標となり、今後は、 目標値に対する達成率での評

価はせず、文章による分析・評価を行うため、H33(2021)年度末目標値の設定は

行いません。

胸;‘ f: Rjl且し師： 、蕪.霧 患‘ ;州27(2015)年度5
－

言
、

ﾛ ﾛnnrnn屯、,~一ヨ←

HJU.にUIUノヰ反〃

盲

蛤 H33(2021)年度末"､，

27

日頃､地域でこどもへの

声かけや見守り活動を

行っている市民の割合

13.8%

(H26年度末）

19.0%

(H29年度末）
20. 0％

市民1万人のまちづくりアンケート

28

市内の学校は地域に開

かれていると感じる市

民の割合

40. 0％

(H26年度末）

50. 0％

(H29年度末）
60.0％

市民1万人のまちづくりアンケート

恥 見直し後 H33(2021)年度末：

27
この1年間に、小中学校を支援

する活動に参加した市民の割合

28

学校と保護者会・町内自治会な

どが連携・協働する体制ができ

ていると感じる市民の割合

千葉市まちづくりアンケート



』

…

No.1 学校支援地域本部やコミユニテイ・スクール等の推進 （学事課) (本編P71)

学校教育の充実と地域コミュニティの活性化を図るため、これまで取り組んできた学校評議員制度
を充実させるとともに、国の制度改正の状況も踏まえつつ、本市にふさわしい制度設計のもと、学校
支援地域本部の設置やコミュニティ・スクール（学校運営協議会）の導入などをはじめ、各地域に応
じた多様な形態の学校・地域の連携組織の設置を進めます。

26

､見直しの理由 千葉市第3次実施計画との整合性を図るための見直し

霞見直しの内容
●､ 寺

詩心 '工騨 画､I 』歩 諮
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第3次実施計画において、学校支援地域本部を、H29(2017)年度から各年度10校

ずつ新規設置校を増やしていくことが示されていることから、実施計画との整合
性を図るため最終目標を見直します。

(H29末:16校→各年度+10校 H33(2021)末目標:56校）

また、コミュニティ・スクールのモデル実施が取組項目として計上されたため、

第2次学校教育推進計画の計画最終年度のH33(2021)末目標に追加します。

』淳 i fy
H L ■ ､(屍土:《毒見直し前津景 H27(2015)年度ラ ﾐ現状 H30(2018)年度末目凛．《｡H33(2021)年度末目標

連携組織の設置

学校支援地域本部

校
校

２
１

小
中

学校支援地域本部を

含めた連携組織を

小・中・高等学校の

三割に設置

学校支援地域本部を

含めた連携組織を

全小・中・高等学校に
三、■ー

同又'三

と*毎見直し筏:ざ蕊：
『 ' 『 ､1 脚 淫､ ． 声

●
》
剥
一

心呼､ . 曲 安 巽弓=

33(2021)年度末目標
出 唱

連携組織の設置

学校支援地域本部

校
校

４
２

３
２

小
中

コミュニティ・スクー

ルのモデル実施



No.2放課後子ども教室の推進 （生涯学習振興課) (本編P71)

小学校の放課後に魅力的な「体験・学び」の機会を充実させるため、これまで培ってきた地域・保

護者を中心とした運営体制に加え、民間企業・大学・NPO等の参加と協働を進めるとともに、教育

委員会が総合調整を担うことにより、民間等とコーディネーターの連携を促進し、各教室における地

域教育力の向上を図り、活動プログラムの充実及び実施日数の増加を図ります。

また、本事業は確かな学力・豊かな人間性・健やかな体を育てる学校教育に積極的に貢献します。
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見直しの理由
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･千葉市第3次実施計画との整合性を図るための見直し

壷見直しの内容鳶、
､､謬守畠、

黛慰1 , 唱 串 j
鄙 r

亀 ； 篭_｡:詮, 号臘 . 雷
韻 字 宮 q

, ぜ､ ~

弥虹『剣 Ⅲ q
ざ RbP､､ L L

韻 ､ r P

ゴ 鍔 虹輻Y 写

､ 、 =4 f･ 鷺､ ~驚き＃ 鳫‘ “
j 罰 2鵜 砦, ､E記 ､ ､与 4 # 弐

J 弓 も- .日･

､ ､:､r鴬･一議：

琴：:;#:【垂室}L
別

億F趾
西侯芽

画奄･二 等母

q b壗

"J蜜一

二
斗
ｂ
“
口
』
イ
ゾ

放課後子ども教室の実施日数については、最終目標が未設定となっていたため、

これまでの実績や今後の見込みを踏まえて、最終目標を設定します。H33(2021)

年度末目標については、 これまでは「従来型」での実施日数のみを目標に設定し

ていましたが、新たに「活動支援型」での実施日数についても、 目標設定をして

います。

また、第3次実施計画において新規計上された、「活動支援実施校の拡充（総合コ

ーディネーターによる活動支援)j、「一体型事業実施校の拡充（子どもルームとの

一体型事業)｣、「放課後子どもプランの策定」を、第2次学校教育推進計画の取組

項目に追加します。

浄唖鼻見直し前裁認 HZf･.1ZUlOjkヰ反木呪昌灰 H30(2018)年度末目標 n③｡ハLULIノキ張睡不口痒‘

実施日数
･ 21. 2日/校

･ニーズ調査の実施
30.0日/校

前半3ヵ年の取組状況

を踏まえ、見直し時に

設定

f ､ ﾔ
d1

. G 報心 .

:K見直し後:会 臺､=､蔓: 計； ’ ;ル 33(2021)年度末目帽

実施日数
従来型 22日/校

活動支援型28日/校

活動支援実施校の拡充 17校

一体型事業実施校の拡充 18校

放課後子どもプランの策定 策定



「費~洞司第2次千葉市学校教育推進計画ｱｸｼｮﾝプﾗﾝ所管課一覧
組織改正等により‐所管課が変更になっているアクションブﾗﾝがあるため､計画の見直し内容公表時点での所管課を整理しました。
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1

確かな学力を

育てる

1－1 ‘

主体的に学ぶ力の向上

11

弓

“

弓

“

1－2

未来へ飛躍する力の育成

｢わかる授業｣の推進

学力状況頭査の実施と活用

指導資料の活用

多様な外部人材を活用した学校支援

情報活用能力の育成

情報教育機器の整債･充実

郷土教育の充実

異文化理解の促進

小学校英珸活動･英語教育の推進

グローバル化に対応した英語教育の推進

市立高等学校のグローバルスクール化の推進

市立高等学校の理数教育の充実

未来の科学者育成プログラム
、

琿境教育の推進

教育指導課

教育センター

教育指導課

教育センター

教育指導課

教育指導課

教育センター

教育センター

教育指導課

教育指導課

教育拒導課

教育措導課

教育指導課

教育指導課

生涯学習振興課

教育指導課

2

豊かな人間性を育

てる

3

健やかな体を

育てる

2－1

豊かな心の育成

2－2

社会的自立に向けた

強い心の育成

3－1

心身の健康の保持増進

3－2

体力の向上

、一一一、一一一一

道簿教育の充実

学校図書館の充実

学校図書館指導員による誰書活動の推進

学校部活動の活性化

音楽､図画工作､美術の充実

ボランティア教育の推進

オリパラ教育の推進

社会ニーズに応じたキャリア教育の推進

移動教室の実施

農山村留学の実施

自然教室の実施

子ども識会

小･中学生の社会参画意鐵の育成

牛柱会交流会 '

高校生の社会参画意魔の育成

こども･若者の力ワークｼｮｯﾌﾟ

～さ…一一一一

健顕教育の充実

歯と口の健康づくりの推進

学校給食･食育の充実

こてはし学校給食センターの再蔓備

運動習慣を身に付けるための取組み

アスリート交流事業

体力･運動能力鯛査､県運動能力証､市運動能力検定の実施体力･運動能力鯛査､県運動能力証､市運動能力検定の実施

小学校各種体育大会の開催

中学校運動部活動指導者の派遣

教育指羽課

教育指導課

教育指導課

保健体育課

教育指導課

教育指導謀

教育指導課

作画悪

教育指那課

教育指導課

教育指導課

教育指導課

保健体育課

教育指導課

選挙管理委員会
教育指諏課

教育指導課

選挙晋理委員会
裁音輻垂壷

こども企画霊

保健体育課

保健体育課

保健体育課

保健体育課

保健体育課

保健体育課

保鯉体育課

保健体育課

保健体育謀
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施讃展開の方向性
鍜争罰 、亀無串串酔呼稗争､具駕 群も 罰

4

子どもの学びを支

える還境を整える

蓉裁弗嘩蕊舞溌

4－1

安全･安心な

教育琿境の確保

4－2

魅力ある学校づくりの推進

､潔 蕊:燕蕊蕊:詮獄、溌曾菱毒澪埼;溌舞迩溌悪霊蕊I

学校施設の項境整嫡(老朽化対策）

学校防犯対策の推進

学校セーフティウォッチの推進

こども110番のいえ

学校安全に関する教育の充実

学校施設の環境堅備(質的整備）

学校麺E配置の推進

学校適箙配電に伴う施設改修

幼保小連携･接続の推進

小中一貫教育の推進

中高連携教育の推進

・
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与
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学校施設課 ！

学校施設課

学事課

健全育成課

保健体育課

学校施設課

企画課

学衿応詔謀

教育指導課

幼保支援課･幼保運営課

教育指導課

教育指導課

5

個頼される教腫員

が子どもと向き合う

琿境を整える

5－1

教聡員の資質･指導力の

向上

5－2

｢チーム学校｣の実現

教聡員研修の充実

特別支援教育研修の充実

小･中学校研究校の指定

学校訪問指導の実施

現場研究員制度を活用したミドルリーダーの育成

教職員へルシーシステムの充実

｢チーム学校｣推進委員会による改革推進

学校現塙における業務改善の推進

情報教育機器の充実(校務用）

学校給食費の公会計化と｢公金･準公金管理システム｣の整備

給与負担等の移醸に伴う制度の設計と改善

敦育センター

教育指導課

養璽教育センター

教育指導課

教育指導課

教育宿導課

教育滋員課

教育唾員課

総務課
教育塵昌穿

教育センター

保健体育課

学事課

教育喧員課

6

多様な教育的支援

の充実を図る

6－1

特別支援教育の充実

6－2

いじめや不登校の

未然防止と早期発見･解消

6－3

学習や社会生活が

困難な子どもへの支援

インクルーシプ教育システムの理解促進

特別支援教育のサポート体制の整備

特別支援学級等の設置

障害のある子どもの自立を支える体制強化

障害のある幼児･IE壷生徒の就学支援

長柄げんきキャンプの実施

｢未然防止｣に重点化した研修の実施

スクールカウンセラーの活用

不登校やいじめに関する教育相談の実施

適応指導教室の設置及び運営

スクールソーシャルワーカーの活用

就学援助

外国人児琶牛徒指導惚力員の派遣

日本晤指導通級教室の設置

学習習恨定着に向けた支援

養騒教育セ

教育支援医

'ター

養田教育ｾ 'ター

教育支援寓

養画教育セ 'ター

養恩教育セ

教育支援課

'ター

教育支援謀

養韻教育セ 'ター

教育支援課

教育センター

教育支援課

教育支援課

教育支援課

教育センター

教育センター

教育支援課

学事課

教育指導課

教育指導課

教育センター
愛習帽至璽

7

地域社会全体で子

どもの成長を支え

る

7－1

地域とともにある

学校づくりの推進

学校支援地域本部やコミューティ･スクール等の推進

廿函唾＝睦子蜂去示畦奉
放課後子ども教室の推進

学校教育に関する広報･広聴の充実

ネット社会における諸問題への対応

家庭教育資料作成事桑

青少年育成委員会活動事業

学事課

生遅学習握興課

企画課

教育支援課

教育センター

健全育成課

健全育成課
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第5次千葉市生涯学習推進計画
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1 計画の見直しにあたって

（1 ）見直し実施の背景

第5次千葉市生涯学習推進計画は、教育基本法第17条第2項に基づく、地方公共団体における教

育の振興のための施策に関する基本的な計画として、平成28 (2016)年3月に策定されました。

本計画は、平成28年度から平成33 (2021)年度までの6年間を計画期間としており、変化への対

応と実行力のある計画とするため、計画の中間年度での見直しを行うこととしています。

計画期間の後半3年間を、見直し後の計画に沿って事業を推進するために、過去2年間の実績を踏
まえ、平成30 (2018)年度に計画の見直しを行います。

（2）関連する計画との整合性

第5次千葉市生涯学習推進計画の見直しにあたっては、本計画と関連が深い、国の「第3期教育振

興基本計画」や、本市の「第3次実施計画｣、「第2次千葉市学校教育推進計画」の内容も踏まえ、 こ

れらの計画との整合性を考慮して見直しを行います。

※第3期教育振興基本計画、第3次実施計画、第2次千葉市学校教育推進計画の詳細についてはP2

を参照。

2計画の見直しの方向性

（1）成果指標について

ア実績評価について

平成28 (2016)年度末及び29 (2017)年度末の現状値を基に、評価及び分析を行いました。

平成28年度末及び29年度末の現状値を算出していない2項目については、生涯学習関係団体

アンケートを実施して平成30 (2018)年度の現状値を算出し、分析を行いました。

イ見直しについて

アの評価検証を基に、必要に応じて目標値の変更を行います。

（2）アクションプランについて

ア見込及び実績評価について 」

平成30 （2018）年度末及び33 (2021)年度末の事業の見込値、進捗状況を算出しました。
また、取組状況について評価検証を行いました。

イ見直しについて

アの評価検証を基に、必要に応じて目標値の変更、アクションプランの追加を行います。

32



3見直しを行う成果指標・アクションプラン

（1）成果指標について

成果指標全10項目のうち、計画策定時の目標値と現状値が大きく乖離することから、 目標値

の変更を行うものは5項目です。

（2）アクションプランについて

ア目標値の変更

アクションプラン全41事業56項目のうち、 目標値の変更を行ったものは6事業8項目で

す。変更理由等については、以下のとおりです。

33

変更理由
該当事業・項目

施策 No. 成果指標 掲祇頁

計画策定時の目

標値と現状値が

大きく乖離する

ことによる

1－1

1－2

2-1

3－2 1

生涯学習に関する情報が充実していると感じる市民の割合

市の生涯学習施設が5年前よりも利用しやすくなったと考える

市民の割合

生涯学習施設を年1回以上利用したことのある市民の割合

郷土の歴史や文化財に愛着を感じる市民の割合

年2回以上学習成果を地域に還元する団体の割合

35

36

37

41

46

変更理由
事業

数

項目

数

該当事業・項目

施策 No. 事業 項目 掲載頁

第3次実施計画

の策定による
2 2

1－2

3－3

5

4

公民館の改修

学校支援地域本部やコミュ

ニティ・スクール等の推進

トイレ改修

連携組織の設置

38

47

アクションプラ

ンを取り巻く状

況の変化による

2 2

1－2

、｡

O一0

1

6

生涯学習施設等の利用環境

の充実

特別教室等の開放

公民館の施設稼働率

(＊調理室を除く）

類似事業(学校施設開

放事業）への移行

37

48

中間見直し時に

最終目標値を設

定するとしてい

たことによる

2 4

1－2

2-2

7

8

コミュニティセンターの改

修 ノ

放課後子ども教室の推進

外壁・屋上防水改修

空調・熱源改修

劣化度調査

実施日数

39

39

39

44



イ新規追加

新規追加するアクションプランは5事業5項目です。また、既存の事業に項目を追加する

ものは、 3事業6項目です。

(ア）新規に事業と項目を追加

ｰ

(イ）既存事業に項目を追加

※「未来の科学者育成プログラムの充実」については、第3次実施計画の策定による見直しと実施

中の業務への新たな視点の追加による見直しにより、 l事業に2項目追加しています。

r

34

追加理由
事業

数

項目

数

該当事業・項目

施策 No. 事業 項目 掲載頁

第3次実施計画

の策定による
5 5

1－2

1－2

2-1

2－1

2－2

8

９

4

5

1o

lO

千葉市科学館リニューアル

公民館への社会教育主事配

置

縄文文化調査研究の推進

特別史跡加曽利貝塚の魅力

向上

公民館主催講座の拡充

千葉市科学館展示リ

ニュ･－アルの検討

公民館における社会

教育主事資格取得者

数

特別史跡加曽利貝塚

の究明に向けた発掘

調査

加曽利貝塚博物館の

来館者数

主催講座の実施･拡充

39

40

42

42

45

追加理由
事業

数

項目

数

該当事業・項目

施策 No. 事業 項目 掲載頁

第3次実施計画

の策定による
２ 4

2－2

2－2

6

8

未来の科学者育成プログラ

ムの充実（※）

放課後子ども教室の推進

ロポットエ学講座の

実施（中高生対象講

座）

活動支援実施校数

一体型事業実施校数

放課後子どもプラン

策定

43

44

44

44

実施中の業務へ

新たな視点の追

加による

2

1

1

2－2

2－2

6

l1

未来の科学者育成プログラ

ムの充実（※）

家庭教育支援事業の実施

未来の科学者育成プ

ログラムの実施(ジュ

ニア講座受講者数）

｢子育てママのおし

やくりタイム｣の延べ

参加者数

43

45



4見直し後の計画内容
I

っかけの日陛

5 ‐

施策の方針,｡§

＞市民が学びの楽しさ、大切さに興味・関心を持ってもらえるよう、様々な機会・手法を

活用して情報を発信し、学習のきっかけづくりにつなげます。

＞国・県・大学等、市以外が提供する学ぶ場についても積極的に情報発信し、学習機会の

拡大に努めます。

＞学習に関する各種相談を受け付けることで、スムーズな学びはじめ。学び直しをお手伝

いします。

國羅譲琢調

＜見直し前＞

く見直し後＞

溌鱈蕊鱗鱸蕊蕊
25. 0％ ’ 34．0％

WEBアンケート（平成28 (2016)年度から）

＊＝平成26 (2014)年度値、 *2=平成29 (2017)年度値

35

主曼:■I關圓犀

見直しの理由 計画策定時の目標値と現状値が大きく乖離するため。

見直しの内容

計画策定時に現状値及び目標値を設定するために用いたインターネットモニター

アンケートが廃止となり、調査方法がWEBアンケートに移行されたこと、調査方

法変更時に設問内容を変更したことにより、数値が大きく変動したため、目標値を

見直します。見直し後の目標値は、平成28 (2016)年度、 29 (2017)年度のWE

Bアンケートの結果を基に設定します。

蕊蕊蕊蕊議蕊鍵|蕊議蕊蕊溌灘鍵識鶏灘蕊蕊灘驚議蕊
に関する

ていると

訓合

情
感 0％ 70. 0％

インターネットモニターアンケート（平成26 (2014)年9月）

灘鍵蕊議:鏡値､厩蕊叛個蕊’

(＊2） 22-0％



蕊蕊 字習璋融筧の整侭認(計画書奉編fP

函］

学びに興味を持った市民が学習活動をはじめるにあたって、快適で参加しやすい学習環
境の確保に努めます。

ICT等の活用を通した生涯学習施設の利用サービスの向上に努めます。

生涯学習施設等の保全・改修により、学習環境の維持・向上に努めます。

＞

シ
シ

1

く見直し前＞

く見直し後＞

＊＝平成26 (2014)年度値
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卜Ⅲ;陸綴”8)《

見直しの理由 首T胆l束疋M守(〃日綜1回と呪』灰1Eか大さくヨIEMf-りつため。

見直しの内容

成果指標のIについて、平成30 (2018)年8月に生涯学習関係団体アンケートを

実施したところ､生涯学習施設が利用しやすくなったと考える市民の割合は増加し

ており、平成30年度現状値が最終目標値を超えているため、目標値を見直します。

見直し後の目標値は、平成30年度の現状値を基に、計画当初に算出した伸び率を

考慮して設定します。

成果指標の2について､計画策定時に現状値及び目標値を設定するために用いた市

民1万人のまちづくりアンケートの設問が削除されたことにより､調査方法がWE

Bアンケートに移行されたことから、数値が大きく変動したため、目標値を見直し

を行います。見直し後の目標値は、平成29 (2017)年度のWEBアンケートの結

果を基に、計画当初に算出した伸び率を考慮のうえ設定します。

1



＜見直し前＞

礒篭蕊蕊謹蕊謹溌砺蕊蕊蕊蕊蕊涌溌醗簑蕊蕊溌濡霧蕊露調

＜見直し後＞

鶏§議蕊
(*2) 73_ 1%

WEBアンケート（平成29 (2017)年度から）

値
値

度
度

年
年
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４
７

０
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２
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ｌ
く

６
９

２
２

成
成

平
平２

＊
＊

アクションプラン

生涯学習施設等の利用環境の充実

(生涯学習振興課(生涯学習センター･公民館･南部青少年センター)･市民総務課） （本編P129)No.1

施設の利用を促進するため、インターネットによる施設予約受付（公共施設予約システム）の導入

等による利便性の向上等を図り、生涯学習施設の利用環境を充実します。

また、コミュニティセンター等、会議室等の貸出を行っている他の施設についても、各施設におい

て利用環境の充実を図ります。 ．

く見直し前＞

く見直し後＞

＊＝平成26 (2014)年度値

＊2＝用途・利用時間に制約が大きい調理実習室を除く。

の可

Oj

２

生涯学習施設を年1回

以上利用したことのあ

る市民の割合

(*) 44. 1% 50. 0% 60.0％

市民1万人のまちづくりアンケート（平成27 (2015)年1月）

溌蕊蕊脅灘
74.0%

灘議識鶏
80.0％

見直しの理由 アクションプランを取り巻く状況の変化による。

見直しの内容

指定管理者制度導入の際に設定した目標値に合わせるため、 目標値を見直します。

指定期間は平成30 (2018)年度か､ら34 (2022)年度までの5年間であり、最終年

度である平成34年度の目標値を52％と設定しているため、本計画の最終年度であ

る平成33 (2021)年度の目標値を51%とします。
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No.5 公民館の改修（生涯学習振興課) (本編P130)

生涯学習環境を改善するため、公民館の老朽化した施設・設備の改修を行います。

く見直し前＞

く見直し後＞

＊＝平成24～26 (2012～2014)年度実施

＊2＝平成28～30 (2016～2018)年度実施

38

見直しの理由 第3次実施計画の策定によるもの。

見直しの内容 トイレ改修は､保全一元化事業により他の工事と併せて実施したことにより、現状

値が最終目標値を超えていることに加え､第3次実施計画に今後改修を予定してい

る公民館が計上されたことや、洋式化に特化した改修を行うため、目標値を見直し

ます･
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No.7 コミュニティセンターの改修（市民総務課・各区役所地域振興課) (本編P130)

コミュニティセンターの安全性の向上や機能回復を図るため、施設・設備の改修を行います。

＜見直し前＞

＜見直し後＞

＊＝平成26 (2014)年度実施

*2＝平成28～30 (2016～2018)年度実施

No.8 千葉市科学館リニューアル（生涯学習振興課（科学館)) 【新規】

39

見直しの理由 中間見直し時に最終目標値を設定するとしていたことによるもの。

見直しの内容
第3次実施計画に改修･調査の実施が計上されているコミュニティセンターを考慮

し、 目標値を設定します。
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追加理由 第3次喜 喜施計画の策定によるもの。

取組内容

第3次実施計画に新規計上された事業を追加します。

科学に対する市民の興味・関心を向上させるため、千葉市科学館のリニューアルに

向けた検討を進めます。
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No.9 公民館への社会教育主事配置（生涯学習振興課（公民館)) 【新規】

40

追加理由 第3次実施計画の策定によるもの。

取組内容
第3次実施計画に新規計上された事業を追加します。

社会教育活動の活発化を図るため、社会教育主事の配置を拡充します。
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‘ 施策α方針 ’

＞郷土に対する理解と愛着を深めるため、地域の歴史や文化資源を生かした学習機会を提

供します。

＞郷土の伝統・文化を適切な保護・保存方法により後世に引き継ぐとともに、ふるさと意

識の醸成を図ります。

’ 成果指標

＜見直し前＞

＜見直し後＞
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41

見直しの理由 計画策定時の目標値と現状値が大きく乖離するため。

見直しの内容

計画策定時に現状値及び目標値を設定するために用いた市民1万人のまちづくり

アンケートの設問が削除されたことにより､調査方法がWEBアンケートに移行さ

れたことから、数値が大きく変動したため、目標値を見直します。見直し後の目標

値は、平成29 (2017)年度のWEBアンケートの結果を基に、計画当初に算出し

た伸び率を考慮のうえ設定します。

１
(＊）38．3％ 47. 5％

市民1万人のまちづくりアンケート（平成27 （2015）年1月）



了

No4縄文文化調査研究の推進（文化財課） 【新規】

M2Q 特別史跡加曽利貝塚の魅力向上（文化財課） 【新規】

42

追加理由

取組内容
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縄文文化と貝塚を究明するため、発掘調査・研究を進めていくとともに、その成果
を広く発信していきます。
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特別史跡加曽利貝塚の究

明に向けた発掘調査
発掘調査の実施 調査概報の刊行

追加理由 第3次実施計画の策定によるもの。

取組内容

第3次実施計画に新規計上された事業を追加します。

特別史跡加曽利貝塚の魅力と集客力の向上を図るため､史跡内の整備とプロモーシ
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蝿施策の方銚篭

＞急速に変化・多様化する現代社会において、多岐にわたる市民の学習ニーズに対応する

ため、幅広い分野にわたる学習機会を提供します。

＞科学・技術に関する講座・事業を通して、市民のライフスタイルに科学が溶け込む環境

づくりを進めます。

＞様々な立場の市民が、生涯を通じて必要な知識・技能を身に付けられるよう、学び直し

を支援します。

＞子どもから子育て世代、お年寄りまで、様々な世代のライフステージに応じた学習機会

を提供します。

アクジョンプラソ

No.6 未来の科学者育成プログラムの実施（生涯学習振興課) (本編P134)

科学に高い興味・関心を持つ中学生・高校生を対象に、その能力を伸ばすために質の高い学習プロ

グラムを提供し、市内の大学、研究機関、企業などが有する先端科学技術を体験させることにより、

未来の科学者を目指す意欲を高めます。

今後は、小学生を対象とした講座の充実を図ります。

＜見直し後＞
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見直しの理由
実施中の業務へ新たな視点の追加によるもの。

第3次実施計画の策定によるもの。

見直しの内容

小学生を対象とした講座の充実を図るため､未来の科学者育成プログラムを実施し

ていますが､新たな視点として｢ジュニア講座受講者数」を取組項目に追加します。

また､第3次実施計画に新規計上された事業である、「ロボットエ学講座の実施(中

高生対象講座)」を取組項目に追加します。 これは、最先端の科学技術を身近に感

じることができる環境を創出するため､未来の科学者育成プログラムに工学に関す

る講座の開設、拡充を行うものです。
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未来の科学者育成プログラムの

実施（ジュニア講座受講者数）
拡充(71人） 拡充(100人）

ロボットエ学講座の実施（中高生

対象講座）
2講座 4講座



No.8 放課後子ども教室の推進（生涯学習振興課) (本編P135)

小学校の放課後に魅力的な「体験・学び」の機会を充実させるため、 これまで培ってきた地域・保
護者を中心とした運営体制に加え、民間企業・大学・NPO法人等の参加と協働を進めるとともに、

教育委員会が総合調整を担うことにより、民間等とコーディネーターの連携を促進し、各教室におけ
る地域教育力の向上を図り、活動プログラムの充実及び実施日数の増加を図ります。

また、確かな学力・豊かな人間性・健やかな体を育てる学校教育に積極的に貢献します。

く見直し前＞

剋‘直し掴

*=平成26 (2014)年度実施

※活動支援実施校数、一体型事業実施校数、放課後子どもプラン策定の3項目については、中間見直
し時に追加する取組項目のため、平成30 （2018）年度末目標値は設定しません。

44

見直しの理由 中間見直し時に最終目標値を設定するとしていたことによるもの。

第3次実施計画の策定によるもの。

見直しの内容 実施日数については、中間見直し時に最終目標値を設定するとしていたため、これ

まで指標として用いた｢従来型」の実施日数について実績を踏まえ設定するととも

に、新たに「活動支援型」の実施日数についても設定します。

また、第3次実施計画に新規計上された「活動支援実施校数｣、「一体型事業実施校

数｣、「放課後子どもプラン策定」について、取組項目に追加します。

｢活動支援実施校数」は、総合コーディネーターによる活動支援を実施し、地域の

方々の負担を軽減しつつ、子どもたちが「学びのきっかけ」を得られる機会を増や
すためのものです。

「一体型事業実施校数」は、希望する全ての児童の放課後に、安全・安心な居場所
と「学びのきっかけ」を提供するためのものです。

「(仮称）千葉市放課後子どもプラン策定」は、放課後施策を総合的・計画的に実
施するためのものです。
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No_11 家庭教育支援事業の実施（生涯学習振興課) (本編P136)

家庭教育学習講座を開催するほか、家庭教育支援チームや子育てサポーターの活動を通じて、

家庭教育の支援や子育ての不安や悩みの解消を図ります。

＜見直し前＞

く見直し後＞

※「子育てママのおしゃべりタイム」の延べ参加者数については、中間見直し時に追加する取組項目

のため、平成30 （2018）年度末目標値は設定しません。

No.13 公民熊手催講座の拡充（生涯学習振興課（公民館)) 【新規】

45

見直しの理由 実施中の業務へ新たな視点を追加するもの。

見直しの内容
当該事業は、参加者同士の交流が重要であることから、参加者増についても重点的

に取り扱う必要があると考え、取組項目に「延べ参加者数」を追加します。
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22館 28館（変更なし） 28館（変更なし）

｢子育てママのおしゃく

りタイム」の延べ参加者数
2, 000人 2, 500人

追加理由 第3次実施計画の策定によるもの。

取組内容
第3次実施計画に新たに盛り込まれた事業を追加します。

社会教育活動の活発化を図るため、公民館主催講座を拡充します。
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至当成果の活用機会の提供 計画壱三本編P1eg～1:尋℃

脇

＞学習の成果を社会・地域に還元できるよう、様々な活用方法や機会を提供します。

＞ボランティア等が市民の学習ニーズに合わせて活躍できるよう、支援が必要な者とのマ
ッチングや活動紹介等の機会を確保します。

＞ボランティア等が自ら積極的に活動・情報発信できるよう、拠点となる場所を確保しま
す。

\

' h(本編P139):%

く見直し前＞

く見直し後＞

溌鍵議綴蕊謬譲蕊譲霧
67.6% | 68. 0% | 71. 0%

生涯学習関係団体アンケート調査（平成30 (2018)年8月）

＊＝平成26 (2014)年度値

46

■昆逐一己7
ゴ

5＝．理且■

■■竪伺 乙一 二 ﾛロ世

見直しの理由 計画策定時の目標値と現状値が大きく乖離するため。

見直しの内容

平成30 (2018)年8月に生涯学習関係団体アンケートを実施したところ、年2回

以上学習成果を地域に還元する団体の割合は増加しており、平成30年度現状値が
最終目標値を超えているため、 目標値を見直します。

見直し後の目標値は、平成30年度の現状値を基に、計画当初に算出した伸び率を
考慮のうえ設定します。

生涯学習関係団体アンケート調査（平成26 (2014)年11月）
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地域が自主的に取り組む学習活動を支援し、地域課題を自ら解決するコミュニティづく

りを目指します。

団体活動の後援及び情報発信の支援等を行います。

地域で活動する団体相互の連携を支援します。

＞

シ
シ

“弄りションプラン

No4 学校支援地域本部やコミュニティ・スクール等の推進（学事課) (本編P142)

学校教育の充実と地域コミュニティの活性化を図るため、これまで取り組んできた学校評議員制度

を充実させるとともに、国の制度改正の状況も踏まえつつ、本市にふさわしい制度設計のもと、学校

支援地域本部の設置やコミュニティ・スクール（学校運営協議会）の導入などをはじめ、各地域に応

じた多様な形態の学校・家庭・地域の連携組織の設置を進めます。

＜見直し前＞

く見直し後＞

47

見直しの理由

見直しの内容

第3次実施計画の策定によるもの。 ‘

第3次実施計画において、平成29 (2017)年度から学校支援地域本部新規設置校

を各年度10校ずつ増やすことが示されているため、 目標値を見直します。

また、コミュニティ・スクールのモデル実施について、第3次実施計画に新規計~上

されたため、平成33 (2021)年度末目標値に追加します。
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No.6 特別教室等の開放（生涯学習振興課) (本編P143)

地域が自主的に取り組む学習活動を支援するため、活動の場として、小学校の教室等の施設を開放
します。

く見直し前＞

特別教室等の開放事業を継続して実施します。

く見直し後＞

類似事業への移行を進めます。

》

｢買肩1第5次千葉市生涯学習推進計画ｱｸｼｮﾝブﾗﾝ所管課一覧
組織改正等により､所管課が変更になっているｱｸｼｮﾝプランがあるため､針画の見直し内容公表時点での所管課を整理しました。

48

見直しの理由 アクションプランを取り巻く状況の変化による。

見直しの内容
当該業務については､継続しつつ、類似事業の学校施設開放事業への移行を進めて
いることによります。

1

学習活動のきっか

けの提供

1－1

1－2

学習環境の整傭

学ぶ塙と学ぶための情報提供の充実

学習のきっかけづくりとなる生涯学習イベントの開催

eラーーノグ普及事業の実施

生涯学習施設等の利用琿境の充実

面容埴サービスの向上

マピ＋へ戸哩＝…声恒

|公民館の改肇
公民館の改修

中央図書館･生涯学習センター專の改修

ｺﾐｭﾆﾃｨセンターの改修

千葉市科学館ﾘニューアル

公民館への社会教育主事配置

牛至堂習振興課(公民的･生遅学否センター）

生涯学習振興課(公民館･生涯学習センター･科学館)

生涯学習握興課

生詮字音張興課(生涯学習センター･公民鮪･南部冑少
年センター)･市民健務課

中央図害館

一哩半へ＝軍隼王詫函や－宅

生涯学習振興課

生涯学習振興課

生涯学習掻興課(南部冑少年センター）

市民捻務課･各区役所地域援興課

生涯学習援輿課(群誼）

生涯学習掻興課(公民館)
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風

瀦
額

2

多様な学習檀会の

確保

2－1

郷土への愛着を深める

学習捜会の提供

2－2

市民ニーズに対応した

学習樋会の提供

陰一

L一

）

1

2

I

加曽利貝塚の国特別史跡指定

文化財の保存･活用の推進

郷土の理解を深める講座-事業の充実

濁文文化調査研究の推進

特別史跡加曽利貝塚の魅力向上

現代的課題学習事業の実施

文化･芸術学習事栗の実施

スポーツ･レクリエーション推進事業の実施

｢(仮称)瑞穂梢報図書センター｣の整備

科学関連学習事業の実施

未来の科学者育成プログラムの充実

キャリア教育の推進

放課後子ども教室の推進

子ども説書活動の推進

青少年･少年教育事業の実施青少年･少年教育事業の実施

家庭教育支援事業の実施

高齢化社会に対応した学吾栂令の提供

公民館主催講座の拡充

文化財課

文化財課･文化振興課

生涯学習振興課･文化財課

文化財課

文化財課

生涯学習振興課(公民館･生涯学習センター)･中央図

香館

文化振興課

スポーツ振興課

中央図害館

生涯学習振興課(科学館･公民館･生涯学習センター）

生淫学習撮興課

教育指導課･生涯学習握興課

生涯学習振興課

中央図害館

生涯学習振興課(公民誼･生涯学習センター･南部青少

年センター）

生涯学習振興課生涯学習振興課

生涯学習撮興課(公民館･生涯学習センター)･高齢福
祉課

生逗学習撮興課(公民館）

3

学びを生かした．

ミュニテイづくり

3－1

地域の担い手となる

人材育成

3－2

学習成果の発宝堀今

の提供

3－3

市民の参加･協働に

よる学習活動の推進

団体･グループ活動のリーダーの養成･育成

ボランティアの育成

家庭教育支援事業の実施

高齢化社会に対応した学習機会の提供

市民自聿企画調座や施設ポﾗﾝﾃｨｱによる学習機会の提供

埠璽壺国、辱聿峰 へ、垣碓

青少年交流事業の実施

ボラニティアセンター等におけるコーディネートの実施

生涯学習ポﾗﾝﾃｨｱの活動場所の提供

多様な主体による学習活動の推進

公民館を拠点とした地域連携の推進

地域交流･多世代交流事業の実施

学校支援地域本部やｺﾐｭﾆﾃｨ･スクール等の推進

健全育成活動の実施

特別教室等の開放

社会教育関係団体の育成

生涯学習振興課(公民蛇･生涯学習センター）

生涯学習振興課(生涯学習センター･科学館)･加曽利

貝塚博物館･郷土博物館･中央図害館

生涯学習撮興課

生涯学習振興課･高齢福祉課

生涯学習撮興課(生套学習ｾﾝﾀｰ･科学館)･加曽利

貝塚博物随･郷土博物鮪･中央図審館

生涯学習握興課(公民飽・生涯学習センター）

生涯学習援興課(公民館･生涯学習センター･南部青少
生ャ､ノ盈一）

地域福祉課･生涯学晋援興課(生涯学習センター)･国

際交流課陣市民自治棺准課

生涯学習振興課(生涯学習センター）

生涯学習撮興課

生涯学習撮興課(公民随）

生涯学習撮興課(公民随）

学事課
1

健全育成課

生涯学習握興課

牛舞堂習振興課
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

議案説明

教育基本法第17条第 2項に基づく、地方公共団体における

教育の振興のための施策に関する基本的な計画として策定した、

第2次千葉市学校教育推

計画の見直しについて、

号の規定に基づき、議決

進計画及び第5次千葉市生涯学習推進

千葉市教育委員会組織規則第8条第1

を求めるものであります。


